
－町田市の財政状況を表す数値はどうだったか?－

　市では1年間にどれくらいの収入があり、何にいくら使ったかという「こづかい帳方式」で経理を行っています。この方式は、現在どれだけの資産や借金があるのか、行政サービス
を提供するのにどれくらいのコストがかかっているのかわかりにくいのが難点です。そこで、「民間企業方式」の決算報告書を一般会計とすべての特別会計、町田市が加入している
一部事務組合や関連する団体を合算した「連結財務諸表」として作成しました。

　家計に例えると、毎月
の給与収入に対する食費
や光熱水費、ローンの返
済など毎月必ず支出が必
要な経費の割合にあたり、
財政の余裕度を示してい
ます。
　平成20年度は88.1%で、
前年度から0.8ポイント改
善しました。

主な財政指標

主な財政指標

町田市連結財務諸表 －町田市の決算を民間企業方式でみるとどうなっているか?－

経常収支比率 健全化判断比率　一般会計だけでなく特別会計を含めた赤字額、公社・第三セクター等を含めた借金返
済の単年度負担の大きさや将来負担の大きさを数値化したものです。

貸借対照表　－住民サービスを提供するためにどれだけの
財産を持ち、その資産形成はどのような資金でまかなったか－

行政コスト計算書　－1年間の行政サービスに要し
た費用とサービスの対価としての収入はどれくらいか－

純資産変動計算書　－貸借対照表上の純
資産が1年間にどのような要因で増減したか－

資金収支計算書　－市のどのような活
動で資金（現金）が使われ、増減したか－

※「早期健全化基準」は財
政破たんの「イエローカー
ド」、「財政再生基準」は
「レッドカード」にあたる
数値です。

※「経営健全化基準」は経営破たんの
「イエローカード」にあたる数値です。

資金不足比率　市が経営する公営企業の資金不足の大きさを数値化したものです。

経常収支比率の推移
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町田市 早期健全化
基準

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

【資産の部】   
1.公共資産  7,020億円
　（土地・建物等）  
2.投資等  256億円
　うち基金等 221億円
3.流動資産  275億円
　うち資金 171億円
4.繰延勘定  6億円
   
資産合計  7,556億円

【負債の部】   
1.固定負債  1,444億円
　うち地方債・長期借入金 1,240億円
　うち退職給与引当金 203億円
2.流動負債  158億円
負債合計  1,602億円
【純資産の部】   
1.純資産合計  5,954億円
純資産合計  5,954億円
負債・純資産合計  7,556億円

借  方 貸  方

20年度　
－%（赤字なし）
－%（赤字なし）

3.4%
－%（将来負担なし）

19年度
－%
－%
4.6%
－%

11.25%
16.25%
25%
350%

財政再生基準

20%
40%
35%

資金不足比率 経営健全化
基準

病院事業会計
下水道事業会計
忠生土地区画整理
事業会計

20年度　
－%（資金不足なし）
－%（資金不足なし）

－%（資金不足なし）

19年度
－%
－%

－%
20%

（平成21年3月31日時点） （平成20年4月1日～平成21年3月31日） （平成20年4月1日～平成21年3月31日） （平成20年4月1日～平成21年3月31日）
1.人にかかるコスト  318 億円
 （人件費・退職手当引当金繰入など）  
2.物にかかるコスト  455 億円
 （委託料、消耗品費、維持補修費、減価償却費など）  
3.移転支出的なコスト  1,225 億円
 （社会保障給付、特別会計への繰出金、補助金等）  
4.その他のコスト  84 億円
 （支払利息など）  
経常行政コスト（a） 合計  2,082 億円
1.使用料・手数料  30 億円
2.分担金・負担金・寄附金  389 億円
3.保険料  171 億円
4.事業収益等  207 億円
5.その他特定行政サービス収入  6 億円
経常収益（b） 合計  803 億円

純経常行政コスト （a）－（b）   1,279 億円

経
常
行
政
コ
ス
ト

経
常
収
益

純資産残高（平成20年3月31日時点）    5,796億円
　純経常行政コスト  △ 1,279億円
　一般財源  814億円
　（うち市税 703億円） 
　国や都からの補助金等受入  605億円 
　その他  19億円 
　純資産増減額   159億円 
純資産残高（平成21年3月31日時点）    5,954億円

資金残高（平成20年3月31日時点）   134億円
　経常的収支  331億円 
　　　支出 1,874億円 
　　　収入 2,205億円 
　公共資産整備収支  △ 92億円 
　　　支出 245億円 
　　　収入 153億円 
　投資・財務的収支  △ 202億円 
　　　支出 210億円 
　　　収入 8億円 
　資金増減額  37億円 
資金残高（平成21年3月31日時点）    171億円

平成20年度の決算状況や財務諸表の詳しい内容は、「町
田市の財政」という冊子でお知らせしています。町田
市ホームページや市政情報やまびこ、市内各図書館で
12月15日からご覧いただけます。

※12月21日から現本庁舎1階に新庁舎インフォメーションブースを設置し 
ます。ぜひご覧下さい。
※次回からは新庁舎建設の工事状況をお伝えしていきます。

新庁舎のはなし⑤新庁舎のはなし⑤新庁舎のはなし⑤

　新庁舎建設の目的の一つとして、分庁舎等に分散した市役所の機能を可能な
かぎり１か所にまとめ、市民がより円滑にサービスを受けられるようにするこ
とをあげています。市では、この機会にワンストップサービスやコンシェルジ
ュといったソフト面の整備も行い、利便性の高い市役所を目指しています。

ワンストップサービス

　市民が利用する機会の多い証明書の発行や、転入転出の届出など、主

に短時間で処理が終わる手続きは1階の総合窓口1か所で行えるようにな

ります。また、庁舎の入口付近に住民票等の自動交付機を設置することで、

今よりも簡単に交付が受けられるようになる予定です。さらに、来庁者

の多い相談窓口を1、2階にまとめて配置し、誰もが気軽に利用しやすい

庁舎となります。

コンシェルジュ

　コンシェルジュとは、一般的にホテルやデパート等で顧客のあらゆる

要望や案内に対応する総合世話係のような職務を指します。新庁舎では、

このコンシェルジュを1階のワンストップロビー近辺に配置して、市民サ

ービスの向上を図ります。

1新庁舎建設課 1７０９・０５９３

ワンストップロビー市民課の総合窓口

平成21年度上半期財政状況
　市民の皆さんに納めていただいた税金、市債（長期借入金）などについて、平成21年度上半期
（平成21年4月1日～9月30日）の財政状況をお知らせします（※金額は万円未満四捨五入）。
　お問い合わせは、財政課（1724・2149、5724・1172）へ。

収入済額（b）
支出済額（c）会      計 予算現額（a）

区   分 予 算 額

一 般 会 計

合 計

国民健康保険事業会計

下水道事業会計

忠生土地区画整理事業会計

老人保健医療事業会計

介護保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

受託水道事業会計

小       計

特
別
会
計

1,293億7,515万円

414億3,164万円

127億7,919万円

11億360万円

7,713万円

198億2,068万円

61億1,943万円

21億7,570万円

835億737万円

2,128億8,253万円

収入率（b/a）
執行率（c/a）

709億6,934万円
512億3,584万円
170億3,410万円
168億3,372万円
49億2,064万円
43億3,440万円

4,463万円
1,653万円
3,380万円
497万円

91億621万円
80億9,068万円
24億1,359万円
19億6,947万円
8億852万円
5億3,103万円

343億6,150万円
317億8,079万円
1,053億3,084万円
830億1,663万円

収 入 済 額

執  行  額

53億9,164万円

61億7,689万円

2億1,339万円

3億5,864万円

料金収益

30億6,706万円

13億7,819万円

患者数

64,398人

154,506人

区       分
土   地
建   物
物   権

備   品
（取得価格100万円以上）

積　立　金
有　価 　証　券
出　資　金
貸　付　金

無体財産権
（商標権・実用新案権）

現 在 高
667万7,369.05m2

88万3,233.88m2

1,122.51m2

1,559台

205億4,309万円
     2,660万円
35億5,218万円
1億7,788万円

37件

入 院

外 来

元  金  残  高会    計
一般会計 

下水道事業会計 
病院事業会計 
合        計

559億6,506万円
525億319万円
171億4,841万円
1,256億1,667万円

将来負担利子見込
64億7,433万円
144億5,701万円
45億2,116万円
254億5,249万円

116億7,598万円

135億4,457万円

2億1,339万円

8億6,583万円

収入率

執行率

収益的
収支

収入

支出

資本的
収支

収入

支出

46.2%

45.6%

99.9%

41.4%

54.9%
39.6%
41.1%
40.6%
38.5%
33.9%
4.0%
1.5%
43.8%
6.4%
45.9%
40.8%
39.4%
32.2%
37.2%
24.4%
41.1%
38.1%
49.5%
39.0%

一般会計・特別会計の状況

公営企業会計（病院事業会計）の状況
町田市民病院の上半期利用状況と料金収益

市債の状況

市有財産の状況

　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など公共施
設整備の資金として市が借り入れたお金です。こうした施設
は長期にわたって利用できるので、整備したときの市民だけ
ではなく将来利用する市民にもその費用を負担していただく
ことで、世代間の負担の公平を図っています。

（平成21年9月30日現在・消費税込）

（平成21年9月30日現在・消費税抜き）

（平成21年9月30日現在）
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